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1.はじめに

地球をとりまく広大た深海底には一体どのようた生物

が生息しどのようた岩石があるのだろうか?海の底を

自由に動きまわりそれらを目の当りにする事は人類の長

年の夢であった.･海洋底の様六な場所を直接自分の目

で観察するにはどうしても海底を動きまわる事の出来る

潜水艇(submersib1e)を用いる事が不可欠である.

1970年代にフランスの潜水艇シアナ(Cyena)やアメリカ

のアルビン(A1∀in)が建造され4000メｰトルより浅い

海底で数多くの潜水調査が行われガラパゴス海嶺や東

太平洋海膨等では人類がそれまでに見たこともない奇妙

た生態系や現在形成されつつある鉱床が発見された.

我が国では海洋科学技術センタｰの持つ｢しんかい

2000｣が就航以来すでに200回近い潜水を行い数々の

輝かしい成果をあげている･しかしプレｰトの沈み

込み帯は多くの場合これらの潜水艇の潜水能力を越えた

深さに横たわっていてそれゆえに6000m級の潜水艇

の建造が長い間待たれていた.1985年夏フランスの

新造潜水艇ノチｰル(Nautile)がナジｰル(Nadir)につ

れられて日本にやってきた.沈み込み帯にみられる地

球科学現象を目視観察しそれをビデオや写真に収め深ユ

海底の試料をその現場で(inSitu)手にいれるという

世界で初めての試みが日仏共同で行われた.日本近海

では南海トラフ駿河トラフ相模トラフ目本海溝

千島海溝で合計27回の潜水が行われた.筆者は幸運に

もこのプロジェクトに参加する機会を得第一鹿島海山

近辺の日本海溝に潜水した.小論ではこのプロジェク

トで明らかにされた事を筆者の参加した第2節を中心に

して紹介したい.

2.KA眠0計画

目本列島の周辺にはプレｰトの沈み込み帯である島

弧一海溝系が多く存在し火山活動や地震活動の原動力

とたっている.このようたプレｰトの沈み込み帯に起

こっている動的た変化を日本とフランスと共同で潜水艇

を用いて目視観察しようという計画が進められてきた.

これは2ケ年計画として1984年にスタｰトした日仏目

本海溝共同調査(KAIK0計画)と呼ばれるプロジェクト

で1982年以来文部省と東京大学海洋研究所そしてフラ

ンス国立海洋開発機構(IFREMER)とが共同で進められ

てきた.フランスの海洋調査船ジャンシャルコｰ号

(Jean･CharcOt以下JC号と略す)が高知港に入港した

のは1984年6月1目の事であった.

第一年次は主として翌年の潜水候補地点とその周辺海

域の詳細た事前調査がJC号によって各節18目問の3つ

の節に分けて行われた.第一年次の第一節は高知港

を出港して南海トラフ目内海盆銭洲海嶺を調査し清

水港に入港した･第二節は清水港を出港し駿河トラフ

相模トラフ海溝三重点を調査し東京に入港した.第

三節は東京を出港し第一鹿島海山日本海溝IPOD地点

付近と襟裳海山を調査して函館に入港した.その後J

C号は函館一東京間で日本海溝の軸に沿ってシｰビｰム

側線を取った｡このJC号にはシｰビｰム(seaBeam)

と呼ばれるマルチナロウ･ビｰム(Mu1ti-NarrowBeam)

システムが搭載されており海底地形が詳細に把握され

その結果は船上のコンピュｰタｰによってリアルタイム

で等深線とたって描き出された･地形調査は海溝域を
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図1ジャンシャルコｰ号の航跡図
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表1

ジャンシャルコｰ号の調査地域
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図2

ノチｰルのアウトライン

7つの重点的たボックス(Box)にわけて側線をひいて

行われた･これと並行して3.5KHzPDRウォｰ

タｰ･ガン(WaterGun)プロトン磁力計重力計な

どによる観測がシｰビｰムと同じ側線について同時に行

われた｡JC号には日本から9名フランスから8

名の地質･地球物理学老が乗りこんでこれらのデｰタの

解析にあたった.図1はJC号の航跡を示す.表1

には7つの重点的ボックスの位置だとのデｰタを示し

た｡初年度の結果はX.LePichon･飯山ほか(1985)

により速報として発表された.また海底地形図とし

ては20万分の1と5万分の1の縮尺の海底地形図が出版

された(r日本周辺の海溝及びトラフの海底地形｣東大出版会

1985).日仏共同の成果については近く雑誌Earthand

P1anetaryScienceLettersに特集号として報告される

予定である.

2年次の1985年は6000mの潜水能力をもつ潜水艇ノ

チｰル号がその支援船ナジｰル号に乗せられて6月1日

清水港に入港した｡潜水による目視観察(ビデオやスチ

ルカメラも含む)とinSituでの堆積物･岩石･生物･採

水の試料の採集が3つの節に分けて行われた.母船ナ

ジｰル号には各節日仏6人ずつの研究者が乗船した.

表2には日本近海での潜水者名簿を示した.

第一節は清水港を出港L銭洲海嶺南海トラフ天竜

海底谷に計8回潜水し清水へ戻った･此の問荒天のた

めノチｰル号が損傷を受けその修理に3週間程かかって

しまった･第2節は7月13目に清水港を出港し駿河ト

ラフ第一鹿島海山相模トラフに計9回潜水し東京へ

戻った･第三節は東京を出港し日本海溝IPOD地点

襟裳海山千島海溝第一鹿島海山に計10回潜水し鹿島

港でその幕を閉じた｡これらの潜水では堆積物岩

石生物採水の試料ビデオスチル写真の資料が得ら

れた他海底地震計及び海底傾斜計の設置にも成功し多

大の成果をあげた･潜水の結果の速報はXLePichon･

飯山ほか(1985)により発表された.

4.ナジｰルとノチｰル

母船ナジｰルは1000トンにちょっと満たたい小さた船

であるが18トンのノチｰルを吊りあげる強力な油圧A

フレｰムを持っている.後部甲板は両サイドに2階建

てのコンテナが立ち並びまるでビルの谷間のようである

(口絵写真一1を参照).このビノレの谷間にノチｰルを移

動させる架台が動くレｰルが切ってある.ナジｰル上

には数多くのトランスポンダｰ(tranSponder)が積んで

あり潜水地点に来ると2つたいし3つのトランスポン

ダｰを投入してノチｰルの正確な位置を決定するよう

になっている.研究設備は実験室1ミｰティングノレ

ｰム1作業室(コンテナ)1という貧しいもので潜

水艇のビデオを見て皆と様六な議論をするのが主な作業

である.作業室(コンテナ)にはバル/セカム(pa1/se-

com)方式のビデオが見られるVTRとスチル(sti11)

写真のロｰルフィルム(rO11刮m)を見るロｰルフィル

ムリｰダｰがある.実験室ではスミアｰスライドや

岩石の薄片を作成する道具があり顕微鏡も備えつけられ

ている･そのほか潜水の報告書を書くためのワｰドプ

ロセッサｰも備わっている.

まず潜水者は潜水の前日の午前中にフランス側の用意

した1万分の1のツｰビｰムマップ(SeaBeamMap)

上に自分の希望する潜水コｰスのアウトラインと取り

たいサンプルのレイアウトを行う･日仏研究者と潜水

に関する人よその予想などを話しあって飲んだくれて眠

る.

潜水当目は潜水地点付近のXYの座標を自分の地

図に書き込んでノチｰル内で自分の現在位置が自分自身

とパイロットにわかるようにしておく.ノチｰルに

乗り込む前に自分のサンプリングに必要た機材がすべて

積みこまれているかどうか確認する.

海底に着くと球の中が低温にたるために潜水者は潜水

艇に乗るまえに防寒のためライトブルｰの潜水服を着

る.船内で大幅た身動きが出来たいのであらかじめ着て

おかないとどうにもならたい訳である.

ノチｰルは(口絵写真一23参照)3つの観測窓を持

つ全身黄色の潜水挺で約2mのチタン製の球の中にす

地質ニュｰス383号�



6000mの深海底

べての装置を内蔵している.ビｰトルズ

の歌の｢イエロｰ･サブマリン｣そのもの

潜水番号

である.ノチｰルの概形を図2に示す.

第一航海1

その前面部には2本のマニュピュレｰダを

�

もち主作業は左手でやる.左手はつかむ3

まわすなど7種類の動作をすることが出来4

る.右手は左手より1つ種類が少ない.5

ビデオは白黒モニタｰ用が高い位置から6

�

カラｰの研究用が低い位置から観察が出来

�

るようにたっている.潜水ビデオはコピ

第二航海9

一して日仏両国が所有する.10

�

スチルカメラはステレオで高い位置から12

とれるようにたっているが日仏でステレ13

オの片方ずつのオリジナルをとる事にたつ14

�

ている.潜水者はあらかじめノチｰルの

�

方位(Heading)とスチルカメラビデオ

�

カメラとのなす角度を頭の中に入れておい第三航海18

て後からそれらの資料を見直Lたときのズ19

レを補正して物事を考えねぽたらない.20

サンプル用のバスケットは前へ出す事が出21

㈲

来グラブ(Grab)チュｰブ(Tube)

㈳

岩石のサンプルの他に採水サンプルたどを24

稜む事が出来る･またスケｰルを示す色25

㈶

付の鉄バｰルも持ち込む事が出来る.マ

㈷

ニュピュレｰダ(Manupu1ater)のクリア

ランスの問題があってバスケットの頭を越

える高さのものは積む塾が出来ない.

妻2ノチｰルの乗船者

日付

科学者潜水深度(m)

1985年6月4日

1985年6月5日

1985年6月6日

1985年6月7日

1985年6月10日

1985年6月11日

1985年6月12日

1985年6月13日

ザビエ･ルピション

飯山敏道

クロｰド･ランジャン

浦辺徹郎

平朝彦

ジャック･シャルベ

岡田博有

ミッシェル･フォｰレ
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1985年7月15日

1985年7月17日

1985年7月19日

1985年7月20日

1985年7月21日

1985年7月22日

1985年7月23日

1985年7月24日

1985年7月25日

ギｰ･ポト

中村一羽

申村保夫

ミッシェル･セギュレ

ジャック･ブルゴワ

藤岡換太郎

フィリップ･ウツショソ

竹内章

ジャック･アシジェリエ
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1985年7月31日

1985年8月1日

1985年8月2日

1985年8月3日

1985年8月4日

1985年8月5日

1985年8月6日

1985年8月8日

1985年8月9日

1985年8月10日

シャンボｰル･カデｰ

ノ｣･林和男

島村英紀

ジャン･オｰボワン

ロｰラン･ジョリヴェ

ジャック･デュボワ

新妻

小西健二

シャック･ブｰレイグ

石井輝秋
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ノチｰルは浮力材とバラストで海水と同じ密度に保ち

だから移動する･潜水時はバラストを海水よりやや重

くもっていて右回転しだから潜っていくが着底の寸前

にバラストの一部を捨てて海水と同じ比重にして移動･

観察出来るようにたっている.

水中では最大2.5ノットで一回の潜水中約5km程の

距離を移動する事が出来る.

ム目本海溝の潜水

私の潜水は1985年7月22日第一鹿島海山西半部の斜

面から日本海溝の軸部を越えて日本海推陸側斜面をの

ぽっていくという海溝のトランゼクトを試みる事であっ

た･第一鹿島海岬こ我六がやって来て断層崖の潜水

を中村保夫氏が陸側をセギュレ(Seguret)氏が潜水し

たあと全体のミｰティングが捲たれた.それ以後の潜

水点に関して様六な意見が述べられたが大方の意向は

海側で一回陸側で一回ということ事でまとまり断層崖

1986年7月号

の頂上までをブルゴワ(Bourgois)氏が陸側を私がとい

う事にたった.私はこのとき日仏が始まったばかりの

頃中村一明隊長の言っていた｢第一鹿島付近では日

本海溝の底が浅くなっていて6000m級の潜水艇でそこを

横切る事が出来る｣というのを思い出した.私は第一

鹿島海山西半部の北側の日本海溝で丁度このようたトラ

ンゼクトに適した場所を探しこのようた潜水を行うよ

う主張したしかし私のこの主張は第二節の研究者全員を

敵にまわす事にたった.何故ならぽその二目前にも

ぐったセギュレ氏の潜水ビデオには第一鹿島海山に

6びを越す急傾斜を持つ土石流堆積物が見られ皆が其

のことに著しく感心したぱかりであったからである.

私は第二節で一度ぐらい海溝をトラバｰスしたいと海

溝計画としては心残りであるとつげ加えた.全体の意

見は主席研究員のポト(Pautot)氏の後押しで私の案に

傾いた.私は密かにほくそえんだ.

潜水の前日私はフランス側が潜水のために用意した

1万分の1のシｰビｰムマップを眺めだから自分の潜水

ノレｰトについてあれこれと思いをめく“らした.そのと�
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き日本海溝陸側斜面下部に顕著た逆断層地形の発達して

いるのに気がついた.それは連続性もよくこの面を

うまく横切る事が出来れば第一節の天竜海底谷口でみつ

かったようたコロニｰがここでも発見されると確信し

た.その事を九大の小川勇二郎氏に話したところ｢そ

うかも知れたいネ｣と言ってくれたのでさっそく潜水

夫達のところへ出かけてr天竜で生物をとるために用い

たあみはあるか｣と尋ねたところ話がなかたか通じない.

フランス人にネットと言ってもだめであとでそれをフィ

レということを知ったがともかくフィレと採水器を用

意して温度計が完全に作動する事を確認して部屋に戻り

前祝いをした.私達の部屋は食堂の下の4人部屋で

部屋には中村(保)竹内金沢藤岡が居住していたが

気が合って潜水のない日は毎晩飲んだくれていた.私

が選んだコｰスのとうり潜るとノチｰルが日本に来て

から一番深く潜ることにたるのでその前祝いであった.

中村保夫氏が海底は寒いからこれをはげと言ってラクダ

のバッチを貸してくれた･少たくともラクダのパッチ

をはいた中村氏が無事生きて帰還しているという事は極

めて大事なことであるので縁起をかつぐ事にした.

潜水当日の朝は早くに目がさめた.もともとナジｰ

ルでの生活はヨｰロッバ式の夏時間を採用していたので

日本の陸上の人々よりも1時間早い生活をしていた.

朝食を済ませて後部甲板に出てみると天気も良く海は

静かに凪いで絶好の潜水日和りであった､潜水夫達が

のんびりとノチｰルの調整や手入れをしていた.潜水

はその日の天候や海上交通たどに支配されるが大体朝

食後に整備点検が開始され10時頃に潜航が開始される.

9時頃に中村一明氏の部屋にあるブルｰの潜水服をとり

に行き潜水に出発する挨拶をした.甲板に出てサンプ

ラｰ(Samp1er)が全部そろっているかを確かめた･す

でに潜水した人六の話によると5000mの海底は1℃ぐ

らいでとても寒く厚着をした方が良いと言われ例のラ

クダのパッチ以下沢山衣類を着込んでしまったためま

るで冬山に行くようなかっこうにたってしまった.甲

板は暑くてかたわたかった.まるでガマソ大会である

今日の潜水のコパイロットはマックスでパイロットは

シア回ソ(アフリカンゴリラという仇名)であった.マ

ックスは英語が得意であれこれよけいな事をしゃべる

のに対しアフゴリは英語が得意でたいらしく口数は少

ないが誠実な男であった.10時近くになって潜水夫や

技師長のルｰ氏達が集まってきて甲板はにわかにあわた

だしくたってきた.私はマックスに促されてノチｰノレ

に乗り込む事にたった.

最初マックスが乗り込んで機材を積み込む.フラン

スの用意した16mmや大切た食糧ビデオ8や私の航跡

のはいった地図にコンパスが積みこまれた.何とたく

遠足へ出掛けるような気分である･私は靴をよくぬぐ

ってハッチ内に入った.皆に手を振って艦上の人とた

った･潜水艇のハッチのすりあわせは非常にセンシテ

ィブでここにかみの毛一本がはさまっても命とりにな

る事がある.アゾジェリエが潜水後すぐ浮上したのは

このためであった･金属ハシゴで中に入るとチタン

球の中である.両側の壁に様六な機械がシャｰシｰに

組み込まれていた｡私はこの年の5月に『しんかい

2000』に乗って相模湾に潜水した事があるがそれに比

べてかたり広いという感じがした｡『しんかい2000』

ではパイロットが搭乗口のすぐ下の椅子に坐りその椅子

の前にはパネルに組み込まれた操作ユニットがあり研

究者はその机の下にねそべるかっこうになり屋根裏部屋

という印象を与えた.ノチｰルにはそのようた机がた

くかなり広い感じがした.私は右側の窓シアロソ

が左側の窓をマックスが中央の椅子に坐って中央の魚眼

窓を用いた｡その間のノチｰルはレｰルの上を移動し

ており吊り上げるAフレｰムの下に来ていた.窓か

らのぞいて直線がどのように見えるか頭に入れようとし

た.小川中村氏が手を振っていた.ナジｰルのレｰ

ノレの直線のずれを見ているうちにハッチが閉じられた.

もうあと戻りは出来ない･球の中の3人は一蓮托生で

同一の酸素を使って生活する生物群とたった.ノチｰ

ルはAフレｰムに吊られてふわりと浮上した.ノチｰ

ルをつるロｰプは一本で全体の回転を止めるべく5本

の補助ロｰプがとられ潜水夫達がそれを固定している.

日本にノチｰルがきて最初にテストしたときこの固定ロ

ｰプと止金がとれてルｰ氏が大けがをして静岡の病院へ

入院した･しかし今日のようたべたたぎの目に･は何の

心配もなかった･高く吊り上げられたノチｰルの窓か

らのぞくと5人の日本人と6人のフランス人が思い思

いの場所で撮影したり手を振ったりしているのがみえ

た.やがてノチｰルはスｰと降りたかと思うと水面に

着水し窓からは真白い海水の泡沫がみえそれと同時に

スモウさんというあだ名の潜水夫が飛び込んでこちらに

むかって来るのがわかった.私はこれがビキニを着た

美人だったらたあと思いだから地上に別れをつげた.

マックスとシアロソは緊張ぎみに必要た計器類のチェッ

クを行いナジｰルに潜水開始のメッセｰジを送ると潜

りはじめた.窓の外はしだいに夕方に近づきだんだん

暗くなってくる夏の夜を思わせる･緑色の小さた夜光

虫がハゲ山の一夜のオバケのようにゆらゆらゆれる様は

この世のものではたいようた気がする.マックスがナ

ジｰルと交信する声で我にかえった『ドウミルメトル』

地質ニュｰス383号�
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(2000m).ノチｰルの角度計が右旋回したがらおりてい

く.rしんかい2000』もやはり回転きりもみ降下をす

る･約3分問で一回転しだから落ちていく様はまる

でカエデの種がくるくるまわりながら落ちていく様なも

のだろう.6000mの海底にたどりつくには悠に1時間

40分はかかる｡その問何もする事がたいのでマックス

がフランス製の西部劇をみせてくれた.ノチｰルに入

ってハッチを閉めたときは室内は40℃近くあり汗が次

から次へと流れ出しシャツも何もピショビショであった

のに4000mぐらいにたってだんだん寒くたってきてガタ

ガタふるえだした.潜水服をすっぼりとかぶって防寒.

Lた｡着底が近づいた事をパイロットが教えてくれた.

ウェスマｰのレコｰダｰには緑や赤のきれいた円があっ

て中心にむかってどんどん塗られていた.あと30mぐ

らいで海底というところでバラストが捨てられ静かに海1

底へと下っていった.私はにわかに緊張しこれから窓

外にみえる景色に期待と不安をもった･ノチｰルが着

底したのは第一鹿島海山西半部のすそ野で水深はおよそ

5800mであった･船外はおよそ10m四方ぐらいが観

察でき明るさは近いところではノチｰルの照明のおか

げで肉眼で見る限り昼間とあまりかわらない状態であっ

た.マックスがナジｰルと交信している間に窓外に奇

妙た生物が見えた｡マリンスノｰの静かに絶え間無く

降りそそぐ泥の上に欠きた足の沢山あるナマコがじっと

Lていた.その生き物は色は明るいグレｰで前後に触

角のようたものを持ちそれを泥の中につきさLてじっ

としていた.あたり一面にそれがいて広大な北海道

の牧場にのんびりとブタが放牧されているようだ感じで

あった.私はこれにrヒグマ｣というあだ名をつけた.

ノチｰルは220｡の方向へと移動を始めた.スクリュｰ

のまわる音は何か遠くでクジラが

泣いているような声にきこえる.

視界がきわめてよく海底にいる≡

ようだ気がLたかった.ヒグマ≡

がいたるところに棲んでいた･前

方に白いものがみえて来た.そ

れは何と石灰岩から成る小さな段

でそこにもヒグマはいた(口絵写

真一6参照).

私は石灰岩がCCD以下の深さ

でこん削こちゃんと残っているの

を少表不思議に思いだから観察し

た｡ヒグマと石灰岩を見たがら

行くとシアロソが岩石が見えると

言いだした.よくみるとそれは

玄武岩で生物の付着はなく表面

1986年7月号

�

佼

ユ020

3040止m

図3潜水地点の地形図一南海トラフと銭洲海嶺

がよくみえた(口絵写真一7参照).石灰岩と水深にして

2mもかわらない｡私は第一鹿島海山の西半分に玄武

岩と石灰岩のある事を知りこれがやはり東半分の片割

���

図4潜水地点の地形図一駿河トラフ�
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れであろうと強く感じた.玄武岩はま

わりに転石もたくマニュピュレｰダｰ

で何度もサンプリングを試みたがどうに

もたらなかった.時問的なあせりを感

じだから海溝軸へと下って行った.

海溝軸での風景は鹿島の裾野とはずい

分異なっていた.ここはのんびりLた

牧場ではなく大小椋六た泥岩のブロッ

クが堆積物といっしょに散在Lその問

にヒグマともう一まわり小さたナマコが

棲息していた.水深は5892mでゆるく

北へ傾いた面とたっていた(口絵写真一8

参照).私はふとヒグマがのんびりと

生活していたらやがてプレｰトの沈み

込みとともに沈み込み帯(Subduction

Zone)の中へひきずり込まれてしまうの

だろうかという変な疑問をもった.

日本海溝の陸側斜面は海側斜面に比べ

て明らかに急峻でその表層全体は土石

流堆積物でおおわれていた.海溝軸に

直交する方向に小さた谷が発達している

のがみられた.これは上からの堆積物

を運ぶバイパスの役割をしているのであ

ろう｡斜面を登っていくと急峻た屋と

やや平坦たテラスとが交互にみられた.

5700mのところで二枚貝の死骸が目にと

まった.このとき必ずコロニｰがある

･一1'■'｢仁'…'1ポ''

ノ'ぺ､･/

'嚇

!略

.01020304050k｡■■■■L･■1而而而酬[;弓砧･“ヨ1一''…

図5潜水地点の地形図一第一鹿島海山周辺
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図6

潜水地点の地形

図相模一トラフ
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と確信した･テラス上にある小さな溝にはしぱしばご

く最近崩壊したようだ地形がみられた.5650mぐらい

のところでそのようた溝がありここに二枚貝の死骸が

累々と散在しているのがみられた.その分布は上方へ

と直線的であった.私はパイロットにこの死骸をたど

っていくように頼んだ.一段小さた崖を越えたところ

で目にしたのは二枚貝の小さた群集であった.たおも

近づいてみてそれが生きたコロニｰであることを知って

3人ともはしゃいでしまった.2人のパイロットは天

竜海底谷の出口でコロニｰを見ているのに興奮がとれな

い様子でうわずった声でナジｰルと交信していた.

水深は5640mでありこの時点で世界最深のコロニｰ

は鹿島コロニｰに塗りかえられた(表紙写真参照).私

はいいようのたい感動にとらわれしぽし呆然とした.

パイロットと打ち合せをLまず全体を静かに観察L

温度を計り貝を採集し泥をとるという作戦をたてた.

私はこのコロニｰは逆断層面からしぼり出された水の中

に含まれるメタンや硫化水素によって維持されているの

ではたいかと思った.それでノチｰルをじっとさせて

何かわき出して来ているものがないかどうかじっくりと

観察した.ゆらぎは白いカマキリのようだ生物がしき

りにおじぎをしているのを見た時にLめたと思った.

あとで東京大学海洋研究所の太田氏からこれがワレカラ

という生物でありまわりに流れがあるとそれにつれて

ゆれるという事もわかった.ワレカラのゆれは下から

の湧きだし(Seepage)たのかノチｰルのペラのおこす小

さたゆらぎなのかわからたい.コロニｰは平坦たテラ

ス上の溝の方向に沿って分布しており溝の方向は290｡

テラスはそれに直交する20｡の方向であった.コロニｰ

は2m×1mぐらいの大きさで直線状に分布している.

生きた二枚貝はまるで東北地方の温泉に多くの湯治客が

ひっそりと肩まで湯につかっているように体を堆積物の

中にうめて1/3室ほど顔を出していた(表紙写真参照).

二枚貝は赤い血液の色をした肉を出していた.二枚貝

の他に小さな巻貝足のあまり発達したいナマコゴカ

イかまきりのようた白い虫(ワレカラ)と白い粒がみら

れた.ナマコはノチｰルの風圧(水圧?)によって飛ば

されコロコロところがっていた･半透明の体はまるで

巨大たフナムシのようであった｡コ回二一内の堆積物

の温度はまわりの海水に比べてわずかだが(O,3℃)高く

コロニｰ内の堆積物は真黒でいかにも有機物に富んだよ

うだ色をしていた｡私はここで採水Lエクマンバｰ

ジで貝と泥をとった.そうこうしているうちに潜水時

間の1imitが来て浮上せよという指令がナジｰルから来

た･ノチｰルが浮上を開始する頃捲きあがった泥を

餌と間違えて深海底ダラがノチｰルのまわりを泳ぎ出し

てまるで我々にさよたらをしているようで面白かった

龍宮の乙姫さまや鯛やひらめの見送りたらぬ深海底ダラ

の見送りを見ているともう二度とこの地点へやって来れ

ないだろうと思い何とたく感傷的にたってしまった.

浮上開始したとたん私は急に寒さを覚えはじめた.

このとき昔中村保夫さんと翻訳したマクドナルドと

ルｰエソダイクの東太平洋海膨の潜水で調査が終ると

急に寒くたったという表現があったのを思い出した.

私はそのときこの文章の意味がわからなかったが今にし

て初めて理解出来たと思った･ノチｰルの室内の温度

は1℃そこそこである.いくらラクダのパッチを着込

んでいるとは言っても真冬に近い状態のところで汗を

かいたあと寒くないわけはたい.そんたことを考えて

いるうちにノチｰルのあたりの景色が次第に明るくなっ

てきた.ノチｰルが海面にあがった.正直言ってほ

っとした･Aフレｰムで吊り上げられたとき船中の

人六が甲板に集まっているのが目に映った.ハッチが

開いて出てくると皆が大さわぎをLていた.私はノチ

ｰルが来日して以来最深のところへ潜ったのである.

中村一明氏に自分の見てきた事を話ししろと言われてフ

ランス人に話しているといきたりバケツの水をかけら

れた.あの西武ライオンズが優勝したときの祝賀会そ

のものであった.私は多くの人の水ぜめの祝福にあっ

てたばこをふかしワインを飲みひ芦すら幸福な7月

22目を振りかえった.

かたり落着いてから自分の採集してきた二枚貝をみて

やっと今まで見てきたものが現実である事に気がつい

た.しかし依然としてまるで龍宮へいった浦島太郎

のような心境であった.私がみて来た貝やナマコだと

の生物が何だか遠いお伽の国の世界のものであったよう

な気が今だにしている.

5.日仏海溝計画潜水地点の地形

目本近海で行われた潜水地点をツｰピｰムマップに落

したものを図3～8に示す.また潜水点付近の地形を

鯨駁したものを図9～13に示した.

天竜海底谷の出口は南海トラフと交わっている(図～

3及び9).海底谷の出口は扇状地になっていて多くの

逆断層地形がみられ南海トラフの付加帯の延長である

と考えられる(平･藤岡1985).ここでは第一節で計4

回の潜水が行われている.鯨圓敢図では視点が南西にあ

るため潜水点はやや影になってしまっている.南海ト

ラフの軸部には駿河湾から流れてきた海底土石流の通り

みちである蛇行を示すチャネルがありこの付近でも1

回潜水が行われた.銭洲海嶺はN30.W方向の顕著た

地質ニュｰス383号�
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天竜海底谷

Ten『yuCanyon海底土石流チャンネル
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断層によって切られたようた地形をしているがその北

側には火山のようだ地形が卓越している.等深線は南

に密で北に粗であり北へ傾動しているようにみえる･

鯨敏図にはその事がはっきりあらわれている.潜水は

いずれも急た南側の斜面で行われた｡

第二節は駿河トラフの伊豆海脚(IzuSpur)南斜面で

の潜水から始まっている.伊豆海脚は西側の金洲の瀬

などのアウタｰリッジ(OuterRidge)と殆ど接してい

てそこは地形的に峡谷状の駿河ゴｰジ(SurugaGorge)

を形成している(図一4及び1O).フィリピン海プレｰ

ト(PHS)とユｰラシアプレｰト(EUR)の境界はここ

を通ると思われる.伊豆海脚の頂部は全体として西方

へ傾動しているようにみられる(平･藤岡1985)･

第一鹿島海山は断層で東半分と西半分とが分断されて

いる(図一5及び11).鯨伺敢図には幾つもの南北性の正断

層が認められるが東西性の断層群も見られる･潜水

はこの断層に沿って2回行われている･崩落した西半

分は日本海溝の中に突入しており日本海溝の水深はこ

こではかたり浅くなっている.この浅くたっていると

ころでは日本海溝を横切る事が可能である.ここでは

第二節で5回第三節で3回の潜水が行われた･

相模トラフには顕著な蛇行を示す房総海底谷が房総

海底崖のすぐ南を走っており沈み込み帯である安房海

フィリピン海

プレｰト

�����

����

ノつ

!'一/

図9

/南海トラフと銭洲

断層

(新しいプレｰト境界に海嶺の鯨1敢図

なるかもしれない)

ReVerSeF日ultOr

PotentialNewP1王ue

���特

底谷は更にその南にある(図一6及び12).沈み込み帯

はその下流では安房海底谷から房総海底谷に移ると考

えられている(藤岡他1984竹内･藤岡1985).ここで

は2回の潜水が行われた.

日本海溝のIPOD地点は多重式音波探査測線(Multi-

cha㎜e1SeismicLine)でみると成層Lた強い反射面が

直接海底に顔を出している(藤岡他1983).これはドレ

ッジでホルンフェルスが得られているところである(滝

上･藤岡1984).残念ながらこの場所の水深は6000m

より深く潜水艇でここを見る事は出来ない(図一7).

襟裳海山は第一鹿島海山ほど顕著ではたいが同様な断層

によって切られている｡(図一8及び13).千島海溝と襟

裳･海山の接点は左様ズレの構造が顕著である.ここ

では千島海溝底の幅が急に広くなっている.第三節で

7回の潜水が行われた｡

6.L皿G2の成果

第二節では駿河ゴｰジの東伊豆海脚の斜面に海底傾

斜計設置が試みられた･傾斜計設置点を探すための潜

水はフランス海洋開発庁のポト博士によって行われた.

伊豆海脚の斜面を構成する物質は大方の予想を裏切っ

て火山岩そのものではたく火山性の泥岩で中には伊豆

駿河トラフ

監㍊∴～h蹴齋瓢

雑､･∴

へ

一,チｰ一戸

ノ

｣｣/

フィリピン海プレｰト

���楮���慴攀

図一10駿河

トラフの鯨鰍

図

南海トラフ
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第一鹿島海山東半分
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Dai-ichi]〈ashimaSeamount

西半分＼､弾㍍

(東北日本)～ノ

W}･･PI肚〃ノ正断層
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半島に分布する火山岩と同じようた岩石の礫を含んでい

た｡この泥岩は南北性と東西性の2方向の断層たいし

は節理によって切られていた.2～3m幅で南北に伸

びた顕著たリッジ(Ridge)が発達しており現世の堆積

物によっておおわれていた1

傾斜計の設置はこのリッジの上にボｰリングせず平坦

面にセメントづけする事で計画され中村一明氏によっ

て試みられた.2回の機械的アクシデントをはさみ一

日おいて3回目に潜水にうつった｡この潜水では傾斜

計のセンサｰと電源部をつたぐピンのとってが折れたり

傾斜計が横だおしにたるといった事件が起り結果は不成

功に終わった.一つは伊豆海脚の斜面が予想に反して

急峻であった事パイロットと中村氏および母船のルｰ

金沢氏との問での傾斜計に対する誤解のあった事たとが

失敗の原因であろう.駿河トラフの出口ではトラフ軸

に沿った軸流が強く流れておりやわらかい堆積物は下

流へと流されてしまっている.

第一鹿島海山では5回の潜水が行われた.中村保夫

房総海底谷

BδsδCanyon

北米プレｰト(東北日本)一､,

No正thAmericaP]ate(NEJapan)_一'･一へ一

＼

1'㌧

//＼

■＼

ハ

ｰノ戸＼λ

房総海底崖BOs6Escarpment{･

一､､＼

一､＼＼

安房海底谷AwaCanyon

ノ/一/一船1

■戸

/＼戸^

ノ､

フィリピン海プレｰト

��橐������

図12

相模トラフの鯨

鰍団
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図13

襟裳海山の鯨敏

図

氏は崩壊している断層崖の下部に潜水した､石灰岩の

ブロックが多く玄武岩は崩落したものや二次的に堆積し

たものしか観察出来なかった.顕著た砂岩(玄武岩質)

の小リッジが発達L石灰岩が馬蹄形の大崩壊地形を移

成しているのが認められた.

そのあとをうけたブルゴワ氏の潜水では玄武岩の露頭

が認められた.何枚もの溶岩流やややドレライト質

た部分石灰岩の急た地層だとが観察された(口絵写真

45参照)･ドレライトは海底風化を著しくうけてや

わらかくカソラソ石は緑泥石にかわっていた.石灰

岩中には浅海棲の二枚貝の化石が多数含まれておりこ

の海山がもとは暖海の火山島でそのまわりに珊瑚礁の出

来ているものであった事が明らかである.

断層によって崩壊し海溝軸にかかっている西半分では

3回の潜水が行われた.セギュレ氏は西半分が海溝軸

にかかっている部分の陸側斜面が6ぴ近い急斜面で泥

岩を主とするデブリ(debris)の堆積した地層である事

を観察した｡

筆者は先の潜水によって西半分が玄武岩と石灰岩から

次る事を初めて観察した･石灰岩は5820mより浅いと

ころに玄武岩は5820mより深いところにあることがわ

かった･海側の地形は陸側に比べてゆるく更にゆるい

段が何段もありその段に玄武岩や石灰岩が露出し堆積

物がかぶっている楽を見出した･セソジュナマコの群

体が音もたくその泥の中に触手をつっこんで栄養をとっ

ているのカミみられた.海溝軸には大小様六な大きさの

泥岩のブロックが堆積しセソジュナマコと別のやや小

さたナマコの群体がみられた･石灰岩や玄武岩の礫は

みられたかった.日本海溝陸側斜面は海側と比べて傾

斜は急であり殆どデブリフロｰの堆積物が斜面をおおっ

ていた.デブリは大部分泥岩からたりこれらの泥岩

!986年7月号

はPL-44でウショソ(Huchon)氏が上位で観察した

露頭と全く同じものであった･斜面は海溝軸に平行な

スラストとそれにほぼ直交する小さた溝とから成ってい

た.水深5640mには2m×1m程度の大きさのコロニ

ｰがみつかった.コロニｰは二枚貝を主とし巻貝

ナマコゴカイからたりその他名前のわからない生物

もいた.このようた生態系は天竜海底谷の出口のもの

と構成も周囲のテクトニックた条件も類似している.

更に上位はウショソ氏が潜水した.土石流堆積物は

5200mより下位をおおっていて上位には泥岩の露頭がみ

られた.顕著た逆転構造があり5100mより下位では地層

は急であった.

房総海底崖では2つの潜水が行われた･竹内氏は海

底谷の蛇行が最後にまわるところで潜水した.安房海

底谷でそれより西にはフィリピン海プレｰトの沈み込

みがおこっているのに東では房総海底谷にうつってい

る･そこには横ずれの成分を持つスラストが発達する

のがみられる｡スラストをそのうしろカミわから観察す

るのがこの潜水の欠きた目的であっ牟･竹内氏は房総

海底谷に巨大たポット･ホｰル(Potho1e)のあること

を発見したが海底崖に取り付く前にノチｰルのすべて

の電源がおちて九死一生の思いで浮上Lてきた.アゾ

ジェリエは房総海底崖の全セクションを観察Lた(口絵

写真一910参照).房総海底崖はその西の方で既に深

海カメラによってある程度その形態がとらえられ泥岩

の試料はすでにド1■ツジで得られている(藤岡他1984).

アゾジェリエの潜水では従来の深海カメラの観察と同じ

ようなものがみられた.房総海底崖の最下部には崩落

ブロックからなる崖錐堆積物が認められた.これはマ

トリックスを何もはさまたい泥岩の礫の累々と重なった

ものである.その上位にはやはり礫岩層で大小椋六た�



一18一

藤岡換太郎

単一た岩相から成る(mono1itho1ogic)マトリックスを含

む層がみられる.これを我六はサブダクツヨン･ブレ

ッチャ(Subdu.tionB｡･･｡ia)と呼んだ.房総海底崖

は上位に行くとよく成層した水平た泥岩層がみられた.

節理(Joint)がよく発達しているが地層の連続性はよい

(口絵写真10参照).

7.第一節と第三節の成果

第一節で行われた一連の潜水で大切た事は天竜海底谷

の出口の扇状地(fan)上で二枚貝を主としたコロニｰが

発見された事である･天竜海底谷を潜水していたラソ

ジャソ(Rangin)氏は白い巨大た二枚貝の群集に思わず

C6sttrさsbi6n(これはすばらしい)と言った.二枚貝

の周辺にはナマコやエピがまるで平家の落人のようにひ

っそりと共同生活を営んでいるのが見られた.貝類

の分布は線状でシロウリガイの仲間シンカイコシオリ

エビ巻貝環虫類ナマコが逆断層と思われる場所に

生息していた･二枚貝は1～2mの直径の範囲に群生

しておりコロニｰ内の温度は周囲の温度より0.4℃穫

高かった.

銭洲海嶺の南斜面には堆積物が摺曲したり破断をうけ

た構造を呈していることが観察された.また断層崖と

思われるところには大小様々た礫が分布していた.そ

れらの泥岩には二酸化マソガソの薄層が付着していた

(LePichon･飯山ほか1985).

第三節では襟褒海山の玄武岩の露頭の上に海底地震計

と海底傾斜計が設置された事は欠きた収穫であった.

この潜水は北大の島村氏が実に13時間という長い時間頑

張った.日本海裳のIPOD地点には世界で最も深い

ところに形成されているコロニｰがみつかった.コロ

ニｰを発見したカテ(Cadet)氏によれぱそれは非常に

小規模で二枚貝の分布はバラの花のようであった.

ただコロニｰが分布するゾｰン(･one)としては数100

mにわたる広大たものでありそれらを養うフｰドチェ

イン(foodchain)に関しては不明な点も多い.千島

に潜ったジョリベ(JO1ivet)氏は崖にみられるスリッケソ

サイドを観察しこの断層が左ずれであることを観察し

た.第一鹿島海山では西半部で三回の潜水がありそ

のうち二回は日本海溝を横切っている･西半分には玄

武岩と石灰岩カミあり層序的に前者が下位で後者が上位

である事がわかった.部分的に石灰岩が著しい破断をう

けている事がわかった｡

9.KA唖O計画潜水調査の成果

潜水調査全体を通して明らかになった事は以下の4点

であろう.

1)沈み込み帯の陸側斜面は著しく変形をうけている

例えば房総海底谷の潜水では房総海底谷が陸側斜面

下部をかん入曲流しているために普通は堆積物でおおわ

れていて見えたいはずの部分が見えている.下位には

崖錐堆積物がたまっておりマトリックス部は強い流れ

のために洗いおとされている･その上位にはサブダク

ション･ブレッチャと呼ばれるその場でテクトニックに

礫化したブレッチャが層を成しており変形は上へ行く

ほど弱くだる･このような観察事実は第一鹿島海山

の陸側斜面にはみられたかった.第一鹿島海山陸側斜

面は上方から由来した厚いデブリフロｰが表面をおおっ

ており露岩は5100m以浅でなければ確認出来たかっ

た･あるいはこのデブリの下は房総海底崖と同様のも

のかもしれない.上位では泥岩層の逆転と思われるも

のが見られ強い圧縮場が考えられる.ところが日本

海溝IPODSiteでは房総海底崖に相当する部分はた

く音探断面では強い白亜紀の反射面が存在するにすぎた

い･上方では花嵩岩がみられた.コロニｰはこの上

方から見つかっている.

2)深海底にコロニｰが見つかった.

天竜海底谷口のコロニｰ(約3800m)はフランス人ラ

ソジャソによって第一鹿島海山のコロニｰ(5640m)は

藤剛こよって日本海溝のコロニｰ(5960m)はフランス

人カテによってそれぞれ発見された.これらのコロニ

ｰには大いに異たる点もあれば共通点もある.例えば

天竜海底谷と第一鹿島海山では堆積物も厚くそこから絞

りだされた水の中にメタンや硫化水素といった成分が含

まれていて食物連鎖の最も始原的(primitiVe)な段階

にたっている可能性がある･コロニｰの構成と形体に

関しては3カ所で大いに異なるようであり水深の浅い

天竜海底谷では逆断層に平行に線状に第一鹿島海山で

は逆断層に直交して短い線状に日本海瀞こはランダム

(random)に分布している.しかしこれらは堆積物に

おおわれた傾斜のゆるい斜面(テラス)の上にいるという

点では共通である.

これらのコロニｰは大きくみればテクトニクスと堆

積過程によって規制されているといってよいであろう.

分布の規則性はそこからあがって来るものがどのよう

た組成の水であるにせよテクトニックにしぼり出され

たものであろう･これはコロニｰが必ず沈み込み帯の

陸側斜面の海溝底よりある一定の高さ以上にありそ

の分布の上限もきまっているように見える事と関連して

地質ニュｰス383号�
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いるかも知れたい.これはテクトニクスに関連して

下から絞りだされた水が上昇して来るところにも水が

最もあがってきやすいところがありコロニｰは逆にこ

のseepageのセンサｰたり得るとの見方も可能である.

深海底の新しい生物群落の発見は地球科学上の最大の

発見の一つであるといっても過言ではたい･

3)海山の断面が見られた事.

第一鹿島海山はその成因をめぐって長い問論争が続

いており今だにそれがつづいている･1つは茂木･

西沢に代表される海溝都での山体の崩壊であり1つは星

野に代表される海水準変動の問題である･

今これらの問題に対し潜水の結果から結論を得る事は

出来ないがともかく第一鹿島海山の東半部と西半部に

は同様のものが露出している事が確認された･東半部

と西半部をわける欠きた断層に沿って裾野には石灰岩

や玄武岩の二次堆積物が崩壊した地形が見られそれと

伴に貫入岩様の玄武岩の溶岩及び火砕岩がみられ上

位には石灰岩が見られた.西半部にも玄武岩石灰

岩の層序がみられた.これらの観察はもともと同｣の

海山が海溝部で2つにわれたとする考えに有利である.

4)海底地震計と海底傾斜計の設置.

海底の最も望ましい場所に地震計と傾斜計を設置する

事は潜水艇を用いたいと極めてむずかしい事である･

駿河トラフの潜水では様々な悪条件も重たって設置に

失敗Lた･この失敗をいかして第三節では襟裳海山

で両者の設置に成功した.

殊に海底傾斜計の設置は世界で初めての試みであり

沈み込むプ1ノｰト上にこれを設置することによってプ

レｰトの沈み込みによるプレｰトの曲がりを現場で実測

し沈み込みの速度を求めようという考えである･実

際の測定では非常に精度の高い角度の読みとりが要求さ

れる.襟裳海山は第一鹿島海山と比べて断層による山

体の崩壊も少なくフレｰトの曲がりそのものを測定す

る場所として適当である.従ってここでの太平洋プ

レｰトの沈み込みの速度の実測は可能である｡KAIKO

計画全体で地震計と傾斜計が設置出来たのは大きな収穫

であった.

臥あとがき

6000mの深海底で我六が目にしてきたものは'日常我

々が机上で議論Lたり想像したりしてきたものを蓬か

にこえたすぽらしいものであった.我々は深海底の世

界を深海カメラの写真などである程度は見て知っていた

けれども現実に自分が現場に行って海底を垣間見てき

たときの感動は言葉ではいい表せたいものがある･

日本近海で合計27回の潜水が行われ数多くの露頭が

実際に観察された事は事実であり今後は海洋底に興味

を抱く沢山の地球科学者が実際に自分の目で深海底の

有様を観察する機会の得られることが強く望まれる･

しかし海洋底の地球科学がすべてわかったたどと思っ

てはたらたい.何故たらば我々が見たものは広大な

海洋のほんの一部分にすぎたい.わが地球の広大た海

洋をすみからすみまで見わたせ今のは一体いつの目であ

ろうか?
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